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大棚域による広域カリキュラムの示し方､作り方について見直 Lが才再つれた｡ところが､現在でも ｢高校の教科 再÷i
rまの焼き由 L｣という批判への克服がまだ不卜/))です｡
学生の興味 ◎関心に沿った教科 ¢手引二Jの必i7-性についても､そういう方向で改隼がなされましたから､大学人とし























すへさではないかもしれません｡ もう少 し個々の大学の条件に応 じて､lj/))の大学のカリキュラムの議論を しなけれ
ばならないと思いま す が､その辺も問題です｡特に専門的関心を突 き抜ける一一般教養の独甘姓が示せないという点は､
学生力津fっている専門への意欲は高校隼の後半か ら強 く出てきますが､同時に 一般教養が必要であることを学生たち






ダのライテン大学やイギ リスのグラスゴ-大学で初めて使われました｡ これは何を意味 しているかというと､それま
での中川の大学 というのは先/i=と学生の問での弓畠IJj問の約束 ごとで してきた教育の場面を､ もう少 Lきちっとした
コ-スを用意 して､そのカリキュラムを終わらないと資格なり修了を認めない｡カルビこズムの持 っていた 一種の秩
序意識､規律意識を反映 してコ-スを用意するのがカルビニスムに則 った大学の唱徴だったようです｡そういう意味
でいくと､カ リキュラムというのは本来大′､う･I:のr=-J=;葉であって､小中高の言葉でなかった｡ しか し､さらに逆 上ると走




















育をしろといういうわけです｡考えさせることにウエイトを置 く教育｡ 講義では何にもならない｡オックスフォー ド
やケンブリッジに講義はない､ というかたちで講義についてネガティブな言い方をされます｡当時の東 大 や 京 大 で 古





























キュ-ブの ▲つ- ▲つがカリキュラムとして考えられます｡英語､数学､理科と教科[封こなっています｡これに対 して























































tl) 従来の人文 再 1二会 やに_l然の3人領域による広域カリキェラムの見直 し
-,高校の教科 再三旧の焼き菌 Lという批判への克服がまた不 i分
(2) 学姓の興味 ¢関心に沿った教科 再圧iの必要性















(3) --つ の教 育内容 に対する複数の教員によるカリキュラムの開発とその比較






巧く学教育は専門的研究よりも難 しいことの認識の喚起と社会的認知の獲得 を !
